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hkeatsu 　Klmura （Editor−in−ChieD ，　Paul　P　H ．　But，　Ji−Xian　Guo ，
　Chung　Ki　Sullg，

　　　　　　　　　　　　　 ByUng　H ・・n　l　lan 編集

Internationa且Collation　of 　Traditional　and 　Folk　Medicine

　　　　　　　　　 NORTHEAST 　ASIA 　Part　i

　 本書は UNESCO が企 画 し て 運 営委 員長 に Byung

Hoon　Han 教授 （国 立 Seoul 大学天然物科学研究所）

が なられ て 出版 された 表題 の 如 く 「伝統粟 、民問薬

の 国 際的照 合」 と い う書物 で あ る。今回 発行 され た

北東ア ジ ア の 部 は 中国、香港、日本お よび韓国 の 伝

統薬 、民 間薬 の 基源 で あ る植物、動物 、鉱物 の 800

種 に つ い て 分類学的 に種類を分け て
一

種ご とに 番 号

を つ け、そ の 学 名 、ロ
ーカ ル 名 、薬用 部分 、生薬名 、

加 工 法、投与法 、民 間療 法、化 学お よ び 薬 理 学 の 研

究成果とそ の 文献等を英語 で 列記 して照合出来 るよ

うに編集 した データー集である。

　 執筆編集に は 木村孟淳教授 （第一
薬科 大学 ）、i）aul

P．H．　 But 教授 （香港中文大学中薬研 究セ ン タ
ー

主

任）、Chung　Ki　 Sung 教授 （国 立 全 南大学大学 校 、

薬学大学）、お よび Ji　 Xian　Guo 教授 （上 海医科 大

学薬学院） の 4 先 生が担 当 さ れ 、こ の Part ［ の 編

集 主任 は 木村教授 で あ る．Part　 II，　 III，　 IV は Bnt

教授、Sun9 教授 、　 Guo 教授 が そ れ ぞ れ 主 任 と な られ

て 各 Part を 200 ずつ の 生薬基源 の 植物 、動物 、鉱

物に つ い て 執筆 される。Part　 I〜IH は植物 の み で

あ る と聞い て い る 。

　 こ の 書物 の 出版の 目的を Han 教授は 次 の 様 に述

べ て お られ る。要約する と 1中国、杏港、H本お よ

び韓 国はほぼ同気温地域 に位 置 して お り、植物 ソ ロ

ー
ラは似 て い る の で 、こ の 地域 の 伝統薬、民 間 薬 も

類似 し て い る。し か し、そ の 知 識 は 異 な っ た 国 で の

長 い 歴 史の 中 で 独 自に 発達 し て 来 た の で 、似 た も の

と 、 異な っ たも の が雑 っ て い る。従 っ て 各国 の 伝統

薬 、 民間薬に つ い て の 知識 を集め て 比 較、照合出 来

ればそ こ か ら真 に 効 力 の あ る 医療 資源 を見出す こ と

が 呵能 で はな い だろ うか。こ の 書物 は 植 物化学 者が

新 薬 の 開発 にあた り、伝統薬、民間薬か ら興味あ る

生 理活性 があ り、将来 の 研究 の 発展 につ なが る 材 料

（生薬類 ） を見 つ け る の に 役 立 て よ うと企 画 し て 作

られ た も の で あ る．1 と。

　 内容 を簡 単に 説 明 す る と、まず植物 の 番号 と植

物 の 学名 （ラテ ン 名）が科名 と共 に 示 され て い る。

科名 は Engler の 植物 分類 シ ス テ ム に 従 っ て 配列 さ

れ、科 中 の 植物 は ア ル フ ァ
ベ

ッ ト順 に配列 され て い

る。学名 の 下には各 国 の ロ
ー

カ ル 名がそ の 国 の 略字 、

　（C 一
中国、i’1　”“香港、」− Pl本 、　 K 一

韓国） と共

に 記 し て あ る、，なお 同属植 物な どで 同様に 利用 さ れ

て い る植物が Related　 Plants ： として 付記 され て い

る。

　 次に 生 薬 に す る 薬 用 部 分 （R ・（）t，Seed，　 Leaf
’
，

Rhlzoma など） が 示 さ れ て い る、、そ の 後 に （CP，　 JP，
KP） とあ る 場合 の CP．は 中華人 民共和国薬典 （1990

年版 ）、 」P．は 12 改 正 Lj本薬局 方、　 KP．は 大韓民 国

薬典 （6 版） の こ とで 、こ の 生 薬 が ヒ記 の 公 定 護 に

記 載され て い る こ とを示 して い る。

　 次 の Loca］ Drug　Name：で は こ の 生薬 の 各 国で の

呼 び 名を示 し、（　 ） 内に 国 の 略 名が付 され て い

る。次 の Processing：に は こ の 生薬 の 基源植 物 か ら

生薬 を作る 加 工 法 （修治法 ）が記 され て い る。単に

Air　dry （風乾）、　 Dry　under 　the 　sun （陽 乾）、　 Dry　in

the 　 shade （邸 衾乾燥 冫 と 記 され た もの が 多 い が 、

ffphcdra　 s　ittiCil（シ ナ マ オ ウ） の 項 の Ma −0 （麻黄）

を見 る と、日 本 で は 陽乾の み で あるが、中国 で は木

質茎 と根 を除い て か ら切断 し て生薬 にす る とあ り、

ま た Acon　i　t　tun　 carmicha θfi （カ ラ ト リカ ブ ト〉 の

項 の Bushi 、　 L］zu （附子、烏頭） で は 1 ） 陽乾 だ け

の 中国 の Caowutou （川鳥） と 目 本 の So −
UZu （草烏

蹟）、 2 ）香港 と中国 で の 修治法 、 3 ） 韓国 で 行 っ

て い る 日本 で い う加 工 附 子 の 作製 法 、の 3 種類 の 加

工 方法 が 記述 され て い る。こ の 様 に 各国 で の 生 薬 の

修治法 が 簡 単で は あるが記載が あり、これ は生薬 研

究者、生 薬 生 産者や生薬製剤製造者に役立 っ 貴重 な

参考資料 とな ろ う。次に Method　ofAdministration ：

があ っ て 生薬 の 投与 法が述べ られ て い る。Oral （経

口 ）、Topical （外用）、　Gargle （含嗽 ）、　Bathin9 （浴

剤）な どと して 記 し、そ の 後 の （　 ）内 に decocti 。 n

（煎剤）、wat ．pr 　 extract （水 浸剤 ）飛
⊃
powder （粉

末） など の 型形 と使用 国 の 略名 が 書 か れ て い る。

　次に こ の 書物 の
一一

番重 要 な記載事項 と思わ れ る

Folk　Medicinal 　 Uses ：が 記述 され て い る 。 病名ま た

は 病的症状が箇条書き に 列 記 され 、そ の 後 の （　　）

内に 使用 国 の 略名が 書か れ て い る。（　 ） 内に国

名 の 多い こ とは そ の 病気の 治療に こ の 生薬 を利用 す

る国が多 く、治療 効果に 対する客観性が 高い こ と を

示 して お り、ま た利用 国 の 少 い もの は 再検討 の 必 要
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性を表 して い る の か も知れ な い 。こ の こ とは 比 較照

合の 重 要性が 理 解で き る し、こ の 記述は 研 究対象 の

植物や生薬 の 選択 を教 示 して くれ る も の と 考え られ 、
こ の 書物 の 出版 を 高 く評価 出来 る。

　 こ の 項 の 後 に 生 薬 に よ っ て は Contra −indication

　（禁忌）や Side　 Effect （副作用） を記 した もの が

ある。例 えば ditiA’go　bifoba （イチ ョ ウ）の 項 の 生

薬 Haku−ka （白果 ）に は 投与禁忌と副作用が 、そ の

作用機序 を含め て 詳述 して あ嶺，なお 、薬 用部 分が

複数 ある場合 は 別 々 に 薬用部分、Local 　Drug 　Name 、
Processin9 、　Method　ofAdrninistratior 】お よ てニドFolk

Medicinal 　 Usesが 記 され て い る。

　 次に Scientific 　 Researches：が ある。こ こ に は

1993 年ま で の 化 学お よ び 薬理研 究 の 成 果 を列 記 し

て あるが、化学 の 部 は化合物 群別 に 、 薬理学の 部は

抽 出エ キ ス （水 、エ ーテ ル 、エ タ ノ
ー

ル 、70％メ タ

ノ
ー

ル な ど）や含有化合物 に 対す る薬理 作用別 に 、
次 に 記述 され て い る Literatures の 番号 と共 に 記載

され て い る。

　 Literature：に は 著者 名 、雑誌 名 、 発行年、巻、

頁 が 書 か れ て い る が 、 雑誌名は イ タ リ ソ ク に 、発 行

年 を太字で 表わ して い て 見やす い 。

　 本書 の 巻末に は PLANT 　NAME 　INDEX （in　plant 　No．〉
（ラテ ン 語 の 学名 か らの 索引） の 外 に 中文索引 （繁

体字、簡体字、日 字） （ill　 plant　No．）があ る。 こ

れ は 漢字の 画数 による索引 で 、当帰を 6 画 で 見 る と

當躁 （当リョ、当帰 ） 110，114 と書か れ て い る。11Q 、
li4 は植物番号 で あ り、原文 を引 く こ とが 出 来 る tt

勿論 13 画 で も出 て く る 。 H 頃使 っ て い る植物名 、
生 薬名 で 原 文 が 引 け る の は 有難 い

。 ま た 、MEDICAL

USE 　INDEX （in　plant　No．）があ る 。 こ れ に は病名や

病的症状が ア ル フ ァ
ベ

ッ ト順 に書かれ 、そ れ の 治療

に 関連を持つ 生薬類 を植 物番 号で 示 して あ る。こ れ

は 医薬品開発研 究の 取 っ 掛 りに も利用 で き る 便利 で

役立 つ イ ン デ ッ ク ス で ある と思われ る e

　 本 書 は 良 い 企画 の 下、執筆者 の 並 々 な ら ぬ ご努

力 に よ っ て始め て 出来た と思わ れ る貴重 な書物 で 、
植物化学研究者が伝統薬、民間薬 か ら 医 薬品 を開発

す る の に役 立つ 書 で ある こ と は勿論 で あ る が 、生薬

研究者 、生薬生産者や 生薬製剤製造者 など生薬に 携
わ る人達 にと っ て仕 皐

．
の 前進を思 考 させ る 糧 に なる

必携 の 書物 で 、常に 手 元 に 置 い て 参 考に し た い もの

で あ る。昨今、イ チ ョ ウ葉や ノ コ ギ リヤ シ な ど の 抽

出 エ キ ス 剤が 新薬 と して 疑場 し て きて お り、今後 は

伝統 薬、民間薬 か らの 医薬品開発が 重要度 を増す と

考え られ 、本書 は 誠 に 時宜に 適した 書物 で あ る。

　 こ の Part　 1 に 記載さ れ た 伝統薬 、民間薬 は 比 較

的
一
般的な もの で あ る が、Part　 1亅 以後 の もの は よ

り地域性 が高く、私 たち に充分な知識 の 無 い 生薬 も

多くな る こ とで あろ う。
一

日も早 く続 刊 され る こ と

が望ま し い 。また、こ の 書物 は 北東 ア ジ ア 地域 の み

の 伝統薬、民間薬 の も の で あ り、続 い て 東南 ア ジ ア

の もの も企 画 され て い る と聞 い て い る。是 非　UNESCO

で は これ を全世界に まで 広げて頂きた い もの で あ る 。

　 こ の 書評 を書き終え た 目に 、執 筆 され て お られ

る木村教授 か ら Part　 H が届 け られ た。　 Part　 II は

Part　 I と同様 200 種 の 植物 （番号 201 〜400 ）が記

載 され て お り、内容は ほ ぼ同様 で あ る が、活 字 が 大

きくな り、鮮明 で よ り見やす くな っ て い る。ま た 、
化学お よび 薬理 学の 文 献は 1996 年 まで の もの に な

っ て い る。そ の 他 、巻末 に INDEX 　TO　LOCAL 　HERB 　NAMES

が追加 され て い て 記載植物及び生薬名の各国 で の 呼

び 名が英語 で植物番号 と 共に記述 され て い て 、 よ り

本 文を検 索す る の に便利 とな っ て い る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（滝戸道夫）

　 出版社
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